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きほくのまち人探訪

PICK UP

北宇和高校ALT　Finn Lankesterさん

鬼北町議会３月定例会
男女共同参画基本計画

ほくほく鬼北家族の絆
北宇和高校教育寮生
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5月 May 鬼のまち くらしのカレンダー

休日当番医

総合検診

人口と世帯数
人　口     9,248 人　 （－46）
男　性　　4,309 人　 （－32）
女　性　　4,939 人　 （－14）
世帯数　　4,828 世帯 （+   1）

3月31日現在

※(   ) は前月比です。

　４月９日に行われた
広見中学校入学式。在
校生、保護者の方々に
見守られながら入場し
ました。新しい制服と
学び舎に期待と喜びを
胸に中学校生活がス
タートします。

今月の表紙

…人権・心配ごと・行政相談　　…古紙回収日
…ペットボトル回収日　　…犬・ねこ引取日
…ブライアンとジョンとアンの英会話教室
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Information015
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健康づくり応援レシピ020

憲法記念日 みどりの日

こどもの日 振替休日

日 医院名・電話番号
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8:30～10:30

8:30～11:00

※健康診査・肺（エネサブ）、胃・大腸・前立腺・肝炎

※骨…骨粗鬆症検査

日 場所 受付時間 子宮頸がん健診（※） 骨乳がん

レディース単独検診

14

22
広見体育センター ○ ○○（マンモ）9：30～12：00

日 場所 受付時間 子宮頸がん 乳がん 骨

JCHO宇和島病院外科
市 立 津 島 病 院

☎22-5616
☎32-2011 上 田 小 児 科 ☎25-0100

市立宇和島病院小児科 ☎25-1111

市立宇和島病院小児科 ☎25-1111

桑 折 小 児 科 ☎24-5633

上 田 小 児 科 ☎25-0100

桑 折 小 児 科 ☎24-5633

市立宇和島病院小児科 ☎25-1111

市立宇和島病院外科
市立宇和島病院内科

☎25-1111
☎25-1111

宇和島徳洲会病院外科
市 立 吉 田 病 院

☎22-2811
☎52-0611

町 立 北 宇 和 病 院
町 立 北 宇 和 病 院

☎45-3400
☎45-3400

ま す だ ク リ ニッ ク
あ べ 医 院

☎23-6611
☎32-2616

鎌 野 病 院
永 井 内 科 医 院

☎24-6611
☎32-6688

河野整形外科クリニック
富 山 医 院

☎22-1822
☎45-0360
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議
　
案

●
鬼
北
町
福
祉
基
金
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

●
地
方
自
治
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の

施
行
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
理
に
関
す
る
条

例
に
つ
い
て

●
鬼
北
町
空
家
等
の
適
正
管
理
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

●
鬼
北
町
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
及
び

費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

●
鬼
北
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て

●
鬼
北
町
分
担
金
徴
収
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

●
鬼
北
町
水
道
事
業
給
水
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

●
令
和
５
年
度
鬼
北
町
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
８
号
）
に
つ
い
て

●
令
和
５
年
度
鬼
北
町
用
品
調
達
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
２
号
）
に
つ
い
て

●
令
和
５
年
度
鬼
北
町
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
に
つ
い
て

●
令
和
５
年
度
鬼
北
町
国
民
健
康
保
険
診
療

所
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）
に
つ
い
て

●
令
和
５
年
度
鬼
北
町
介
護
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
３
号
）
に
つ
い
て

●
令
和
５
年
度
鬼
北
町
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
に
つ
い
て

●
令
和
５
年
度
鬼
北
町
水
道
事
業
会
計
補
正

予
算
（
第
３
号
）
に
つ
い
て

●
令
和
５
年
度
鬼
北
町
病
院
事
業
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）
に
つ
い
て

●
令
和
５
年
度
鬼
北
町
下
水
道
事
業
会
計
補

正
予
算
（
第
１
号
）
に
つ
い
て

●
令
和
６
年
度
鬼
北
町
一
般
会
計
予
算
に
つ

い
て

●
令
和
６
年
度
鬼
北
町
用
品
調
達
特
別
会
計

予
算
に
つ
い
て

●
令
和
６
年
度
鬼
北
町
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
予
算
に
つ
い
て

●
令
和
６
年
度
鬼
北
町
国
民
健
康
保
険
診
療

所
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

●
令
和
６
年
度
鬼
北
町
介
護
保
険
特
別
会
計

予
算
に
つ
い
て

●
令
和
６
年
度
鬼
北
町
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

●
令
和
６
年
度
鬼
北
町
水
道
事
業
会
計
予
算

に
つ
い
て

●
令
和
６
年
度
鬼
北
町
病
院
事
業
会
計
予
算

に
つ
い
て

●
令
和
６
年
度
鬼
北
町
下
水
道
事
業
会
計
予

算
に
つ
い
て

●
令
和
５
年
度
鬼
北
町
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
９
号
）
に
つ
い
て

発
　
議

●
鬼
北
町
議
会
議
員
の
請
負
の
状
況
の
公
表

に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

諮
　
問

●
鬼
北
町
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に

つ
き
意
見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

一
　 

　
般
　 

　
質
　 

　
問

◆
末
　
廣
　
　
　
啓
　
議
員

【
自
然
災
害
発
生
時
の
対
応
等
に
つ
い
て
】

問
水
道
、
電
気
等
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
止

ま
っ
た
時
や
、
食
料
の
確
保
等
々
の
対
応
マ

ニ
ュ
ア
ル
は
い
つ
策
定
さ
れ
た
も
の
か
、
ど

れ
く
ら
い
の
頻
度
で
見
直
し
て
い
る
か
。

答
平
成
19
年
に
鬼
北
町
地
域
防
災
計
画
を
策

定
し
、
平
成
27
年
２
月
と
令
和
４
年
10
月
に

全
面
的
な
改
正
を
行
っ
た
。

問
そ
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
基
に
、
実
際
に
訓
練
し

た
り
、
会
議
を
開
い
た
り
し
て
い
る
か
。

答
令
和
３
年
度
か
ら
、
公
民
館
単
位
に
よ
る

持
ち
回
り
で
、
毎
年
実
施
す
る
よ
う
に
見
直

し
を
行
い
、
今
年
度
は
、
７
月
に
愛
治
地
区

で
、
12
月
に
好
藤
地
区
で
避
難
所
運
営
に
特

化
し
た
防
災
訓
練
を
実
施
し
た
。
ま
た
、
11

月
に
は
、
鬼
北
町
自
主
防
災
組
織
等
連
絡
協

議
会
及
び
鬼
北
町
防
災
士
連
絡
協
議
会
、
並

び
に
鬼
北
町
学
校
関
係
者
を
対
象
と
し
た
Ｈ

Ｕ
Ｇ
訓
練
（
避
難
所
運
営
ゲ
ー
ム
）
も
実
施

し
た
。

　

ま
た
、
鬼
北
町
地
域
防
災
計
画
の
見
直
し

を
す
る
際
に
は
、
鬼
北
町
防
災
会
議
を
開
催

し
、
防
災
に
関
す
る
重
要
事
項
等
を
審
議
す

る
と
と
も
に
、
防
災
訓
練
を
実
施
す
る
際
に

は
、
当
該
地
区
の
自
主
防
災
組
織
の
代
表
の

方
々
と
、
実
施
方
法
等
に
つ
い
て
協
議
を

行
っ
て
い
る
。

問
道
路
の
陥
没
、
土
砂
崩
れ
等
で
孤
立
集
落

が
発
生
し
た
時
の
対
応
に
つ
い
て
。

答
現
場
の
状
況
や
迂
回
路
の
状
況
等
を
確
認

し
、
緊
急
道
路
の
確
保
に
向
け
て
対
応
を
検

討
す
る
。
関
係
機
関
や
町
と
協
定
を
締
結
し

て
い
る
建
設
業
者
等
の
協
力
を
仰
ぐ
な
ど
、

一
刻
も
早
い
復
旧
に
全
力
を
尽
く
し
た
い
。

　

ま
た
、
道
路
の
遮
断
等
に
よ
り
、
住
民
が

孤
立
し
た
場
合
に
備
え
て
、
町
内
に
７
箇
所

（
内
防
災
ヘ
リ
専
用
１
箇
所
）
の
臨
時
ヘ
リ

ポ
ー
ト
を
整
備
し
、
人
命
救
助
や
物
資
の
搬
入

等
の
対
応
が
で
き
る
よ
う
整
備
を
し
て
い
る
。

問
鬼
北
町
の
住
宅
耐
震
化
率
が
ど
れ
く
ら
い

な
の
か
。

答
平
成
28
年
度
の
値
で
、
64
・
９
％
と
な
っ

て
い
る
。

問
津
波
の
影
響
で
避
難
所
提
供
を
求
め
ら
れ

た
時
の
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
あ
る
の
か
。

答
現
在
の
と
こ
ろ
、
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
は

策
定
し
て
い
な
い
が
、
現
在
、
愛
媛
県
と
南

予
地
方
局
管
内
９
市
町
に
お
け
る
南
海
ト
ラ

フ
地
震
津
波
避
難
対
策
検
討
ワ
ー
キ
ン
グ
グ

ル
ー
プ
に
お
い
て
、
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作

成
に
向
け
た
協
議
・
検
討
を
行
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
他
の
自
治
体
か
ら
の
避
難
者
を
受

け
入
れ
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
と
し
て
、
平
成
29
年

３
月
に
作
成
し
た
「
原
子
力
災
害
発
生
時
に

お
け
る
避
難
者
受
入
計
画
」
が
あ
る
が
、
本

計
画
で
は
、
避
難
元
市
町
と
受
入
市
町
に
関

す
る
調
整
は
、
愛
媛
県
が
行
う
こ
と
と
な
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
計
画
に
基
づ
き
、
毎

年
、
原
子
力
防
災
訓
練
を
実
施
し
て
お
り
、

そ
の
中
の
１
つ
の
項
目
と
し
て
、
広
域
避
難

計
画
に
基
づ
く
住
民
避
難
・
誘
導
訓
練
を

行
っ
て
い
る
。

　

令
和
４
年
10
月
に
、
宇
和
島
市
吉
田
町
玉

津
地
区
か
ら
、
住
民
20
名
の
方
が
、
３
台
の

バ
ス
に
分
乗
し
て
、
近
永
公
民
館
へ
避
難
し
、

当
町
の
職
員
が
そ
の
避
難
者
の
誘
導
と
受
入

を
行
う
訓
練
を
実
施
し
た
。

問
ペ
ッ
ト
を
連
れ
て
の
避
難
所
利
用
は
可
能

な
の
か
。

答
「
必
要
に
応
じ
、
指
定
避
難
所
に
お
け
る

家
庭
動
物
の
た
め
の
ス
ペ
ー
ス
確
保
に
努
め

る
。」
こ
と
と
定
め
て
い
る
。
東
日
本
大
震

災
の
よ
う
な
「
甚
大
か
つ
広
域
な
災
害
」
が

発
生
す
る
と
、
長
期
の
避
難
所
生
活
と
な
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
ペ
ッ
ト
の
受
け

入
れ
場
所
は
、
施
設
管
理
者
や
避
難
者
等
と

協
議
し
、
調
理
場
所
等
の
衛
生
上
の
確
保
や
、

人
の
居
住
場
所
な
ど
、
ペ
ッ
ト
を
飼
育
し
て

い
な
い
方
と
の
動
線
が
交
わ
ら
な
い
よ
う
な

場
所
を
、
指
定
避
難
所
ご
と
に
選
定
す
る
。

　

今
後
、
災
害
に
備
え
、
指
定
避
難
所
ご
と

の
ペ
ッ
ト
ス
ペ
ー
ス
の
検
討
や
、
平
常
時
の

ペ
ッ
ト
の
適
正
な
飼
養
、
災
害
へ
の
備
え
な

ど
、
飼
い
主
へ
の
普
及
啓
発
事
項
を
整
理
す

鬼
北
町
議
会　
月
定
例
会

３

　

第
１
回
鬼
北
町
議
会
定
例
会
は
３
月
７
、８
、
25
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

議
会
で
は
議
案
26
件
、
発
議
１
件
、
諮
問
１
件
が
提
案
さ
れ
、
全
て
の
案
件
に

つ
い
て
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
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る
と
と
も
に
、
災
害
が
発
生
し
た
際
に
は
、

関
係
機
関
と
連
携
し
て
、
避
難
所
で
の
必
要

な
飼
養
支
援
な
ど
、
人
と
ペ
ッ
ト
の
災
害
対

策
に
努
め
る
。

問
能
登
半
島
地
震
で
は
３
人
の
職
員
を
派
遣

さ
れ
た
が
、
報
告
会
で
は
町
民
も
一
緒
に
聞

く
機
会
を
設
け
た
ら
、
今
後
の
防
災
意
識
の

向
上
、
非
常
持
出
品
等
を
揃
え
る
上
で
参
考

に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

答
報
告
会
は
、
町
民
の
方
々
の
ご
要
望
に
応

じ
て
、
随
時
開
催
し
た
い
と
考
え
て
い
る
が
、

３
月
23
日
に
、
近
永
公
民
館
で
開
催
さ
れ
る

鬼
北
町
連
合
婦
人
会
の
交
流
学
習
会
で
報
告

す
る
。
そ
の
ほ
か
、
毎
年
度
初
め
に
開
催
し

て
い
る
「
鬼
北
町
区
長
・
組
長
会
」
や
「
鬼

北
町
自
主
防
災
組
織
等
連
絡
協
議
会
総
会
」、

「
鬼
北
町
防
災
士
連
絡
協
議
会
総
会
」
等
の

各
種
会
合
に
お
い
て
、
報
告
会
を
開
催
す
る

よ
う
検
討
し
て
い
る
。

【
漬
物
生
産
者
の
存
続
危
機
に
つ
い
て
】

問
森
の
三
角
ぼ
う
し
、
日
吉
夢
産
地
に
漬
物

を
出
荷
し
て
い
る
登
録
生
産
者
は
そ
れ
ぞ
れ

何
名
い
る
の
か
。

答
森
の
三
角
ぼ
う
し
で
14
名
、
日
吉
夢
産
地

で
15
名
の
生
産
者
が
登
録
し
て
出
荷
し
て
い

る
。

問
そ
の
方
々
は
ど
ん
な
漬
物
を
出
荷
し
て
い

る
の
か
。

答
漬
物
の
種
類
は
、
た
く
あ
ん
、
梅
干
し
、

白
菜
、
高
菜
、
ラ
ッ
キ
ョ
ウ
、
キ
ュ
ウ
リ
、

か
ぶ
、
小
松
菜
、
ク
レ
ソ
ン
な
ど
の
漬
物
で

あ
る
。

問
森
の
三
角
ぼ
う
し
、
日
吉
夢
産
地
で
、
そ

れ
ぞ
れ
漬
物
だ
け
の
売
り
上
げ
は
ど
の
く
ら

い
な
の
か
。

答
令
和
５
年
の
道
の
駅
の
漬
物
の
売
り
上
げ

は
、
森
の
三
角
ぼ
う
し
が
、
64
万
２
千
円
、

日
吉
夢
産
地
が
、
１
４
５
万
７
千
円
で
あ
る
。

問
現
在
出
荷
し
て
い
る
生
産
者
で
、
衛
生
基

準
を
満
た
し
た
上
で
、
今
後
も
製
造
を
継
続

さ
れ
る
生
産
者
は
い
る
の
か
。

答
今
回
の
食
品
衛
生
法
の
改
正
に
対
す
る
対

応
と
し
て
、
登
録
生
産
者
全
員
に
対
し
て
、

意
向
調
査
を
行
う
と
と
も
に
、
営
業
許
可
の

取
得
を
検
討
し
て
い
る
方
と
の
事
前
相
談
な

ど
を
行
い
、
営
業
許
可
取
得
へ
の
支
援
を

行
っ
て
い
る
。

　

森
の
三
角
ぼ
う
し
に
出
荷
し
て
い
る
生
産

者
で
、
既
に
営
業
許
可
を
取
得
し
て
い
る
方

が
２
名
、
検
討
中
の
方
が
１
名
い
る
。
日
吉

夢
産
地
に
出
荷
さ
れ
て
い
る
生
産
者
の
方
に

は
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
許
可
取
得
見
込
み
の

方
は
い
な
い
。

問
生
産
者
の
生
き
が
い
や
地
域
活
性
化
、
地

域
力
を
失
わ
な
い
た
め
に
も
補
助
金
制
度
を

設
け
て
救
済
す
る
考
え
は
な
い
か
。

答
漬
物
以
外
を
出
荷
し
て
い
る
方
は
、
食
品

衛
生
法
改
正
前
か
ら
営
業
許
可
が
必
要
で
あ

り
、
自
ら
が
営
業
許
可
を
取
得
し
て
出
荷
し

て
い
る
。
そ
の
た
め
、
漬
物
製
造
業
の
み
を

支
援
の
対
象
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
漬
物

出
荷
者
以
外
の
方
々
と
の
公
平
性
の
観
点
か

ら
、
慎
重
に
検
討
を
進
め
て
き
た
。

　

し
か
し
、
生
産
者
の
生
き
が
い
や
地
域
活

性
化
、
地
域
力
を
失
わ
な
い
た
め
に
、
ま
た
、

道
の
駅
へ
の
出
荷
者
が
年
々
減
少
し
て
い
る

中
で
、
生
産
者
の
育
成
確
保
及
び
出
荷
意
欲

の
向
上
に
向
け
て
、
町
産
農
産
物
加
工
に
取

組
む
方
を
対
象
と
し
て
、
営
業
許
可
を
取
得

す
る
た
め
の
施
設
改
修
費
用
や
、
設
備
の
購

入
等
に
対
す
る
補
助
制
度
を
創
設
し
、
支
援

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

◆
中
　
山
　
　
　
定
　
則
　
議
員

【
鬼
北
町
の
子
育
て
支
援
に
つ
い
て
】

問
鬼
北
町
子
育
て
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
「
お

に
っ
こ
」
に
つ
い
て
、今
年
度
（
２
月
末
ま
で
）

の
「
お
に
っ
こ
」
で
の
相
談
件
数
及
び
多
か
っ

た
相
談
内
容
は
何
か
。

答
２
月
末
ま
で
に
寄
せ
ら
れ
た
相
談
件
数

は
、
79
件
で
、
多
か
っ
た
相
談
内
容
は
、
育

児
相
談
、
発
育
・
発
達
に
関
す
る
相
談
、
乳

幼
児
健
康
診
査
に
関
す
る
相
談
、
出
産
世
帯

応
援
補
助
金
に
関
す
る
相
談
、
不
妊
治
療
に

関
す
る
相
談
、
産
後
ケ
ア
に
関
す
る
相
談
等

で
あ
っ
た
。

問
今
年
度
（
２
月
末
ま
で
）
の
子
育
て
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
相
談
の
利
用
は
何
件
あ
っ
た
か
。

答
２
月
末
ま
で
の
利
用
実
人
員
は
85
人
で
何

度
も
利
用
さ
れ
て
い
る
方
が
多
い
た
め
、
利

用
件
数
に
つ
い
て
は
把
握
で
き
て
い
な
い
。

問
子
育
て
支
援
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
事
業
の
登
録

者
が
２
名
と
少
な
い
理
由
は
何
か
。

答
子
育
て
を
す
る
上
で
、
夫
婦
間
や
祖
父

母
等
の
協
力
が
得
ら
れ
る
か
ど
う
か
の
状
況

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
環
境
に
よ
っ
て
異
な

る
た
め
、
派
遣
事
業
の
登
録
者
が
少
な
い
理

由
の
判
断
は
難
し
い
が
、
家
族
な
ど
か
ら
何

ら
か
の
援
助
が
あ
り
、
家
事
・
育
児
に
困
難

を
感
じ
て
い
な
い
、
ま
た
は
、
困
難
は
感
じ

て
い
て
も
、
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
が
、
家
庭
内

に
入
る
こ
と
に
抵
抗
を
感
じ
る
な
ど
の
理
由

で
、
利
用
者
が
少
な
い
の
で
は
な
い
か
と
推

察
す
る
。

　

今
後
も
、
保
護
者
の
方
々
が
頑
張
り
す
ぎ

て
し
ま
わ
な
い
よ
う
に
、
利
用
で
き
る
子
育

て
支
援
事
業
を
、
活
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
検
討
し
て
い
く
。

問
新
園
で
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
「
ゆ
め
っ
ぽ
け
」
の
現
在
の
登
録

者
は
何
名
か
。

答
令
和
５
年
２
月
末
現
在
で
、
47
名
の
方
が

登
録
さ
れ
、
地
域
の
子
育
て
家
庭
に
お
け
る

育
児
支
援
の
拠
点
と
し
て
、
利
用
い
た
だ
い

て
い
る
。
ま
た
、
利
用
状
況
は
、
今
年
２
月

末
現
在
で
、
１
６
７
５
名
の
方
が
ご
利
用
い

た
だ
い
て
い
る
。
引
き
続
き
「
育
児
不
安
等

に
つ
い
て
の
相
談
及
び
援
助
」
や
「
子
育
て

家
庭
の
交
流
促
進
」、
ま
た
、
子
育
て
に
つ

い
て
、
専
門
の
講
師
に
よ
る
講
習
を
実
施
す

る
な
ど
、
家
庭
に
お
け
る
育
児
支
援
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

問
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を
設

立
す
る
考
え
は
な
い
か
。

答
令
和
６
年
度
に
、「
第
３
期
鬼
北
町
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
」
の
策
定
に
向

け
て
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
す
る
予
定

で
あ
り
、
保
護
者
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る
と

と
も
に
、「
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
」
を
持
続
的
に
運
営
し
て
い
く
こ
と
が

可
能
か
ど
う
か
検
討
し
、
よ
り
一
層
、
子
育

て
支
援
の
充
実
に
努
め
て
い
く
。

問
令
和
６
年
１
月
に
発
行
し
た
鬼
北
町
子
育

て
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
、
ど
の
よ
う
に
活
用
す

る
の
か
。

答
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
す
る
と
と
も

に
、
妊
娠
の
届
け
出
時
及
び
転
入
届
け
出
の

際
に
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
配
布
し
て
、
内
容

を
詳
細
に
説
明
し
、
出
産
や
育
児
に
関
す
る

手
続
き
等
の
確
認
を
し
て
い
た
だ
く
よ
う
心

掛
け
て
い
る
。

【
男
女
共
同
参
画
推
進
施
策
に
つ
い
て
】

問
「
第
３
次
鬼
北
町
男
女
共
同
参
画
基
本
計

画
の
成
果
」
に
つ
い
て
、
顕
著
な
成
果
を
あ

げ
る
こ
と
が
で
き
た
施
策
は
あ
っ
た
か
。

答
令
和
４
年
10
月
に
中
学
生
を
対
象
と
し

て
、「
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
」
を
演
題
に
人
権
集
会

を
開
催
、
今
年
１
月
に
中
学
生
と
一
般
を
対

象
に
、
女
性
活
躍
に
フ
ォ
ー
カ
ス
を
当
て
た

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
を
開
催
す
る
な
ど
、
中
学
生

を
対
象
と
し
て
、
意
識
の
醸
成
、
啓
発
活
動

に
努
め
た
。

　

し
か
し
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
集
会
や
イ

ベ
ン
ト
の
自
粛
、
ま
た
、
人
流
抑
制
な
ど
行

動
制
限
も
あ
り
、
計
画
に
お
け
る
「
集
会
の

場
や
研
修
会
で
の
啓
発
活
動
」、
ま
た
、「
識

者
を
招
い
て
の
セ
ミ
ナ
ー
」
や
「
講
演
会
の

開
催
」
な
ど
、
具
体
的
な
取
組
自
体
の
多
く

は
、
実
施
が
困
難
な
状
況
が
続
き
、「
顕
著
な

成
果
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
た
施
策
」、
成

果
に
繋
が
る
取
組
自
体
を
充
分
に
展
開
で
き

な
か
っ
た
。
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問
「
第
４
次
鬼
北
町
男
女
共
同
参
画
基
本
計

画
」
に
つ
い
て
、「
ど
の
よ
う
な
方
法
で
男

女
共
同
参
画
の
進
捗
状
況
の
把
握
、
分
析
を

行
い
、
基
本
計
画
を
作
成
さ
れ
る
の
か
。

答
「
第
４
次
鬼
北
町
男
女
共
同
参
画
基
本
計

画
」
の
策
定
に
つ
い
て
は
、
今
回
実
施
し
た

住
民
意
識
調
査
及
び
関
係
機
関
等
に
お
け
る

調
査
結
果
に
よ
り
、
住
民
意
識
や
実
情
を
把

握
の
上
、
計
画
案
を
策
定
し
て
い
る
。

　

意
識
調
査
に
お
い
て
は
、
依
然
、
性
別
に

よ
る
役
割
意
識
が
強
い
回
答
も
多
く
見
受
け

ら
れ
た
こ
と
か
ら
、「
固
定
的
な
性
別
役
割

分
担
意
識
の
解
消
」、「
男
女
平
等
及
び
人
権

尊
重
意
識
の
醸
成
」
な
ど
、
現
計
画
に
お
け

る
基
本
目
標
及
び
取
組
を
継
続
、
更
な
る
啓

発
に
努
め
る
べ
く
、
計
画
案
を
策
定
し
、
計

画
案
並
び
に
取
組
み
方
針
等
に
つ
い
て
は
、

「
鬼
北
町
男
女
共
同
参
画
審
議
会
」
に
お
い

て
、
審
議
を
し
、
審
議
会
に
お
い
て
修
正
を

行
っ
た
計
画
案
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
て
い
る
。

問
庁
内
推
進
体
制
の
整
備
に
つ
い
て
、
中
心

と
な
る
部
署
を
設
置
す
る
考
え
は
な
い
か
。

答
男
女
共
同
参
画
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
各

部
署
で
の
支
援
体
制
を
活
か
し
つ
つ
、
既
存

事
業
の
充
実
と
連
携
強
化
を
図
り
な
が
ら
、

各
施
策
を
展
開
し
た
い
と
考
え
て
お
り
、
現

在
の
と
こ
ろ
、
新
た
な
部
署
の
設
置
等
は
予

定
し
て
い
な
い
が
、
分
野
に
と
ら
わ
れ
な

い
重
層
的
な
取
組
事
業
の
在
り
方
に
つ
い
て

も
、
関
係
課
を
交
え
て
、
協
議
を
行
い
た
い
。

【
鬼
北
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
つ
い
て
】

問
各
課
の
掲
載
内
容
に
つ
い
て
、
見
直
し
は

行
っ
た
の
か
。

答
掲
載
内
容
に
つ
い
て
は
、
新
た
な
内
容
や

見
直
し
を
図
る
内
容
、
以
前
と
同
様
の
掲
載

内
容
と
す
る
も
の
等
、
各
担
当
課
に
お
い
て

判
断
、
確
認
作
業
を
行
っ
た
が
、
掲
載
情
報

が
膨
大
で
あ
り
、
本
来
で
あ
れ
ば
見
直
し
や

更
新
、
抹
消
す
べ
き
掲
載
内
容
も
散
見
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
随
時
、
掲
載
内
容
の
確
認
、

修
正
、
更
新
を
行
い
、
適
正
な
情
報
発
信
に

努
め
た
い
。

問
防
災
行
政
放
送
・
回
覧
の
内
容
を
「
総
合

ト
ッ
プ
」、「
く
ら
し
」
の
中
に
挿
入
で
き
な

い
か
。

答
町
内
防
災
行
政
無
線
に
つ
い
て
は
、
毎
日

午
後
６
時
45
分
の
定
時
放
送
と
、
災
害
等
の

緊
急
時
に
お
い
て
、
避
難
情
報
な
ど
を
発
信

す
る
臨
時
放
送
が
あ
り
、
各
ご
家
庭
に
設
置

さ
れ
て
い
る
告
知
端
末
か
ら
聴
く
こ
と
が
可

能
な
ほ
か
、
５
日
前
ま
で
の
放
送
に
つ
い
て

は
、
24
時
間
い
つ
で
も
聞
く
こ
と
が
可
能
と

な
っ
て
い
る
。

　

定
時
放
送
は
、
翌
日
の
予
定
等
を
お
知
ら

せ
す
る
こ
と
も
多
く
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
、
更
新
さ
れ
た
時
点
で
、
既
に
過
去
の
情

報
と
な
る
こ
と
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
掲
載
す

る
場
合
に
は
、
町
民
の
利
便
性
を
一
番
に
考

え
て
、
重
要
な
情
報
の
み
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
す
る
な
ど
、
運
用
の
仕
方
に
つ
い
て
、

今
後
、
検
討
し
た
い
。

　

ま
た
、
回
覧
文
書
は
、「
全
地
区
を
対
象

と
し
た
回
覧
」
等
の
掲
載
に
つ
い
て
、
現
在
、

検
討
を
し
て
い
る
が
、
掲
載
作
業
に
要
す
る

業
務
な
ど
、
各
担
当
課
に
お
い
て
対
応
が
可

能
な
の
か
、
充
分
に
意
見
を
吸
い
上
げ
た
上

で
、
掲
載
の
是
非
に
つ
い
て
判
断
し
た
い
。

　

な
お
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
総
合
ト
ッ
プ
」

の
ペ
ー
ジ
は
、
町
外
へ
の
情
報
発
信
を
意
識

し
た
ア
イ
コ
ン
を
設
定
す
る
と
と
も
に
、
掲

載
情
報
を
抑
え
、
軽
量
化
す
る
こ
と
で
、
閲

覧
時
の
動
作
も
軽
く
、
利
用
し
易
い
設
計
に

し
た
の
で
、
放
送
内
容
、
回
覧
等
を
掲
載
す

る
場
合
、
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
は
、
現

在
の
と
こ
ろ
考
え
て
い
な
い
が
、
ト
ッ
プ

ペ
ー
ジ
よ
り
下
層
へ
の
設
定
、
記
事
の
掲
載

等
は
、
動
作
環
境
へ
の
影
響
も
少
な
く
、
技

術
的
に
も
可
能
と
考
え
る
。

問
電
子
申
請
シ
ス
テ
ム
を
導
入
さ
れ
た
が
、

手
続
き
項
目
を
増
や
す
予
定
は
あ
る
か
。

答
手
続
き
項
目
は
、
今
後
、
町
民
の
ニ
ー
ズ

や
利
便
性
を
考
慮
し
な
が
ら
随
時
対
応
し
て

い
き
た
い
。

◆
兵
　
頭
　
　
稔
　
議
員

【
水
道
事
業
に
つ
い
て
】

問
一
般
質
問
で
水
道
事
業
に
つ
い
て
質
問
を

し
た
が
、
水
道
料
金
が
高
い
理
由
の
答
え
に

は
な
っ
て
い
な
い
。

答
鬼
北
町
の
水
道
料
金
は
、
平
成
15
年
度
に

改
定
し
た
後
、
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
の

引
き
上
げ
に
伴
う
改
定
を
行
い
、
現
行
の
料

金
と
な
っ
て
い
る
。
平
成
15
年
度
の
改
定
は
、

平
成
７
年
度
か
ら
整
備
し
た
広
見
簡
易
水
道

施
設
の
統
合
整
備
事
業
の
実
施
に
よ
っ
て
累

積
す
る
、
欠
損
金
等
を
解
消
す
る
財
源
確
保

の
た
め
の
料
金
改
定
で
あ
る
。

問
鬼
北
町
水
道
事
業
会
計
決
算
意
見
書

に
よ
る
と
、
流
動
比
率
の
理
想
比
率
は
、

２
０
０
％
以
上
で
あ
る
こ
と
が
望
ま
れ
る

と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
決
算
で
そ
の
よ
う

に
な
っ
て
い
な
い
原
因
は
、
平
成
28
年
の

１
億
５
６
０
０
万
円
と
、
令
和
元
年
の

７
億
６
２
０
０
万
を
自
己
資
本
へ
組
み
入
れ

た
こ
と
が
そ
の
要
因
だ
と
思
わ
れ
る
。
そ
の

定
例
議
会
で
自
己
資
本
へ
の
組
み
入
れ
を
ど

の
よ
う
に
説
明
し
た
か
。

答
流
動
比
率
は
、
流
動
資
産
の
流
動
負
債
に

対
す
る
割
合
で
、
企
業
の
短
期
的
な
債
務
の

支
払
い
能
力
を
見
る
尺
度
の
た
め
、
未
処
分

利
益
剰
余
金
の
資
本
金
へ
の
組
入
れ
と
の
関

連
は
な
い
。

　

平
成
28
年
度
は
、
未
処
分
利
益
剰
余
金

の
資
本
金
へ
の
組
入
れ
は
な
い
が
、
令

和
元
年
度
分
は
、
未
処
分
利
益
剰
余
金

７
億
６
２
７
１
万
４
千
円
の
資
本
金
へ
の
組

入
れ
を
説
明
し
て
い
る
。

【
町
道
の
管
理
に
つ
い
て
】

問
町
道
の
道
路
区
間
内
に
人
家
戸
数
が
１
戸

以
上
あ
る
路
線
、
い
わ
ゆ
る
住
居
が
あ
り
生

活
路
線
と
な
っ
て
い
る
町
道
は
、
全
体
の
何

割
程
度
な
の
か
。

答
該
当
路
線
は
、
６
０
７
路
線
で
、
全
体
の

約
91
％
で
あ
る
。

問
そ
の
生
活
路
線
の
保
守
管
理
に
つ
い
て

は
、
優
先
的
に
実
施
し
て
い
る
か
。

答
町
道
の
改
良
・
補
修
は
、
町
民
の
方
々
の

要
望
を
、
関
係
地
区
の
区
長
を
通
し
て
、
建

設
課
に
申
請
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。
そ
の
中

で
、
大
規
模
な
改
良
工
事
は
、
申
請
順
、
ま

た
は
現
地
の
状
態
か
ら
判
断
し
、
計
画
的
に

整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
建
設
課
作
業
班

で
対
応
で
き
る
水
路
補
修
・
路
肩
補
修
等
の

局
部
的
な
補
修
の
場
合
に
は
、
作
業
班
が
順

次
対
応
し
て
い
る
。
ま
た
、
舗
装
の
補
修
・

整
備
は
、
年
度
当
初
に
各
公
民
館
で
要
望
書

を
取
り
ま
と
め
、
年
度
内
に
整
備
し
て
い
る
。

問
自
然
災
害
等
に
よ
り
通
行
不
能
と
な
っ
た

場
合
は
、
そ
の
生
活
路
線
を
優
先
的
に
対
処

さ
れ
て
い
る
か
。

答
豪
雨
等
で
崩
土
・
落
石
・
倒
木
等
が
発
生

し
た
場
合
に
は
、
可
能
な
限
り
早
急
に
通
行

可
能
と
な
る
よ
う
対
応
し
て
い
る
。

【
マ
イ
ナ
保
険
証
に
つ
い
て
】

問
鬼
北
町
の
職
員
の
マ
イ
ナ
保
険
証
利
用
率

に
つ
い
て
問
う
。

答
市
町
単
位
で
の
マ
イ
ナ
保
険
証
の
利
用
率

は
、
確
認
す
る
こ
と
が
技
術
的
に
難
し
い
が
、

県
内
全
体
に
お
け
る
市
町
職
員
の
マ
イ
ナ
保

険
証
の
利
用
率
は
、
令
和
５
年
10
月
末
現
在

で
、
３
・
64
％
で
あ
り
、
低
い
利
用
率
と
な
っ

て
お
り
、
マ
イ
ナ
保
険
証
を
推
進
す
る
立
場

に
あ
る
市
町
職
員
と
し
て
、
率
先
し
て
利
用

す
る
よ
う
に
働
き
か
け
る
必
要
性
が
あ
る
。

問
鬼
北
町
の
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
の
普
及
率
を
問
う
。

答
令
和
６
年
２
月
25
日
現
在
、
鬼
北
町
の

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
率
は
、
80
・

02
％
で
、
全
国
平
均
の
78
・
21
％
を
上
回
っ

て
い
る
状
況
で
は
あ
る
が
、「
休
日
臨
時
窓

口
」
の
開
設
や
、「
訪
問
申
請
サ
ポ
ー
ト
」
な

ど
、
交
付
率
の
向
上
に
向
け
て
、
引
き
続
き

取
り
組
ん
で
い
く
。
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【
課
長
級
】

議
会
事
務
局
長（
総
務
財
政
課
長
補
佐
兼
管
財

係
長
）○
渡
辺
美
枝
／
会
計
管
理
者
兼
出
納
室

長（
日
吉
支
所
長
）山
本
雄
大
／
危
機
管
理
課
長

兼
防
災
セ
ン
タ
ー
所
長（
農
林
課
主
幹
兼
森
林

対
策
室
長
）東
英
範
／
日
吉
支
所
長（
日
吉
診
療

所
事
務
長
）○
山
本
万
里
／
保
健
介
護
課
長
兼

子
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
長
兼
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
長（
保
健
介
護
課
長
補
佐
兼
保
健
係
長
）

○
谷
口
美
穂
／
農
林
課
長 

兼
森
林
対
策
室
長 

兼
農
業
委
員
会
事
務
局
長
（
農
林
課
長
兼
農
業

委
員
会
事
務
局
長
）
奥
藤
幸
利
／
水
道
課
長
兼

建
設
課
長（
建
設
課
長
補
佐
兼
工
務
係
長
）○
佐

子
司
／
水
道
課
主
幹（
水
道
課
長
補
佐
兼
水
道

係
長
）○
二
宮
洋
之
／
教
育
課
長（
教
育
課
長
補

佐
兼
学
校
教
育
係
長
）○
佐
々
木
健
次
／
教
育

課
主
幹
兼
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長（
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
所
長
）○
出
渕
公
造

【
課
長
補
佐
級
】

総
務
財
政
課
長
補
佐
兼
管
財
係
長（
町
民
生
活

課
長
補
佐
兼
課
税
管
理
係
長
）布
正
幸
／
総
務

財
政
課
長
補
佐
兼
庶
務
係
長（
町
民
生
活
課
長

補
佐
兼
児
童
施
設
整
備
係
長
兼
福
祉
係
担
当
係

長
）葛
本
哲
也
／
町
民
生
活
課
長
補
佐
兼
資
産

評
価
係
長（
環
境
保
全
課
長
補
佐
兼
環
境
衛
生

係
長
）山
下
悦
郎
／
町
民
生
活
課
長
補
佐
兼
保

険
年
金
係
長（
町
民
生
活
課
保
険
年
金
係
長
）〇

節
安
秀
規
／
町
民
生
活
課
長
補
佐
兼
福
祉
係
長

（
町
民
生
活
課
福
祉
係
長
）○
善
家
恵
美
／
日
吉

診
療
所
事
務
長（
総
務
財
政
課
長
補
佐 

兼
庶
務

係
長
）薬
師
寺
司
／
保
健
介
護
課
長
補
佐
兼
介

護
保
険
係
長（
保
健
介
護
課
介
護
保
険
担
当
係

長
兼
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
推
進
室
ね
ん
り
ん
ピ
ッ

ク
推
進
係
長
）○
髙
田
賢
三
／
保
健
介
護
課
長

補
佐
兼
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
次
長
兼
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
係
長（
保
健
介
護
課
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
係
長
）○
高
平
真
由
美
／

保
健
介
護
課
長
補
佐
兼
子
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

次
長
兼
保
健
係
長（
保
健
介
護
課
担
当
係
長（
保

健
係
））○
鶴
井
留
美
／
環
境
保
全
課
長
補
佐
兼

生
活
排
水
係
長（
環
境
保
全
課
生
活
排
水
係
長
）

○
近
藤
裕
昭
／
農
林
課
長
補
佐
兼
森
林
対
策
室

長
補
佐
兼
森
林
対
策
係
長（
農
林
課
森
林
対
策

室
森
林
対
策
係
長
）○
野
中
宏
史
／
農
林
課
長

補
佐
兼
農
政
係
長（
農
林
課
農
政
係
長
）○
岡
部

国
仁
／
建
設
課
長
補
佐
兼
管
理
係
長（
建
設
課

担
当
係
長（
都
市
計
画
・
管
理
係
））○
松
浦
慎

二
／
教
育
課
長
補
佐
兼
学
校
教
育
係
長（
教
育

課
担
当
係
長（
学
校
教
育
係
））○
二
宮
恵
一

【
係
長
級
】

企
画
振
興
課
担
当
係
長（
地
域
活
力
創
出
係
）

（
企
画
振
興
課
主
任（
地
域
活
力
創
出
係
））○
和

中
哲
／
総
務
財
政
課
行
政
係
長（
教
育
課
担
当

係
長
兼
鬼
北
総
合
公
園
町
民
プ
ラ
ザ
係
長（
文

化
ス
ポ
ー
ツ
係
））藤
原
裕
二
／
総
務
財
政
課

担
当
係
長（
財
政
係
）（
総
務
財
政
課
主
任（
財
政

係
））○
宮
原
星
／
総
務
財
政
課
担
当
係
長（
庶

務
係
）（
総
務
財
政
課
主
任（
庶
務
係
））○
末
廣

一
喬
／
危
機
管
理
課
担
当
係
長（
危
機
管
理
係
）

（
危
機
管
理
課
主
任（
危
機
管
理
係
））〇
宮
森
孝

至
／
町
民
生
活
課
課
税
管
理
係
長（
総
務
財
政

課
行
政
係
長
）亀
澤
千
明
／
町
民
生
活
課
児
童

施
設
整
備
係
長
兼
担
当
係
長（
福
祉
係
）（
町
民

生
活
課
担
当
係
長（
児
童
施
設
整
備
係
兼
福
祉

係
））谷
口
奈
緒
／
町
民
生
活
課
担
当
係
長（
福

祉
係
）（
町
民
生
活
課
主
任（
福
祉
係
））〇
芝
芽

衣
子
／
保
健
介
護
課
担
当
係
長
兼
子
ど
も
家
庭

セ
ン
タ
ー
係
長（
保
健
係
）（
保
健
介
護
課
保
健

師（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
係
））〇
芝
瞳
／

環
境
保
全
課
環
境
衛
生
係
長（
環
境
保
全
課
主

任（
環
境
衛
生
係
））〇
山
下
勝
弘
／
農
林
課
担

当
係
長（
農
政
係
）（
農
林
課
主
任（
農
政
係
））〇

武
田
菜
奈
／
建
設
課
都
市
計
画
係
長（
建
設
課

都
市
計
画
・
管
理
係
長
）山
下
新
治
郎
／
建
設

課
工
務
係
長（
建
設
課
主
任（
工
務
係
））〇
松
浦

雅
人
／
水
道
課
水
道
係
長（
水
道
課
担
当
係
長

（
水
道
係
））小
越
博
明
／
教
育
課
担
当
係
長（
文

化
ス
ポ
ー
ツ
係
）（
教
育
課
主
任（
文
化
ス
ポ
ー

ツ
係
））〇
谷
岡
一
仁
／
教
育
課
担
当
係
長
兼
鬼

北
総
合
公
園
町
民
プ
ラ
ザ
係
長（
文
化
ス
ポ
ー

ツ
係
）（
教
育
課
主
任（
近
永
公
民
館
））〇
岡
崎

秀
太
／
教
育
課
係
長（
好
藤
公
民
館
）（
町
民
生

活
課
主
任（
戸
籍
住
民
係
））〇
渡
邊
純
／
教
育

課
係
長（
愛
治
公
民
館
）（
企
画
振
興
課
主
任（
地

域
活
力
創
出
係
））〇
佐
竹
美
伎
／
教
育
課
係
長

（
三
島
公
民
館
）（
町
民
生
活
課
主
任（
課
税
管
理

係
））〇
松
本
真
吾

【
主
任
・
主
査
・
主
事
級
】

議
会
事
務
局
専
門
員（
議
会
事
務
局
事
務
局
長
）

都
浩
明
／
企
画
振
興
課
主
査（
地
域
活
力
創
出

係
）（
総
務
財
政
課
付
け
主
査（
愛
媛
県
派
遣
））

川
本
篤
示
／
総
務
財
政
課
付
け
主
任（
愛
媛
県

派
遣
）（
教
育
課
主
査（
文
化
ス
ポ
ー
ツ
係
））伊

井
尚
子
／
町
民
生
活
課
主
任（
課
税
管
理
係
）

（
総
務
財
政
課
付
け
主
任（
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
派
遣
））善
家
裕
／
町
民
生
活
課
主
査

（
福
祉
係
）（
農
業
委
員
会
事
務
局
主
査
）濱
田
竜

馬
／
町
民
生
活
課
主
事（
福
祉
係
）（
新
規
採
用
）

金
谷
美
祐
／
保
健
介
護
課
主
査（
介
護
保
険
係
）

（
新
規
採
用
）清
家
あ
か
り
／
環
境
保
全
課
主
任

（
環
境
衛
生
係
）（
新
規
採
用
）山
本
雄
大
／
農
林

課
主
事（
森
林
対
策
係
）（
新
規
採
用
）岩
下
大
河

／
農
林
課
主
事（
農
政
係
）（
建
設
課
主
事（
都
市

計
画
・
管
理
係
））渡
辺
え
り
か
／
農
業
委
員

会
事
務
局
主
事（
新
規
採
用
）水
代
康
成
／
建

設
課
主
事（
管
理
係
）（
新
規
採
用
）上
山
結
衣
花

／
水
道
課
主
査（
水
道
係
）（
教
育
課
主
査（
泉
公

民
館
））毛
利
巧
／
教
育
課
主
任（
学
校
教
育
係
）

（
教
育
課
主
任（
好
藤
公
民
館
））青
儀
浩
幸
／
教

育
課
主
事（
文
化
ス
ポ
ー
ツ
係
）（
新
規
採
用
）阿

南
玲
蘭
／
教
育
課
主
任（
近
永
公
民
館
）（
議
会

事
務
局
主
任（
庶
務
係
））伊
藤
夏
美
／
教
育
課

主
査（
泉
公
民
館
）（
新
規
採
用
）谷
岡
真
美

【
定
年
前
再
任
用
職
員
】

古
谷
忠
志（
環
境
保
全
課　

事
務
専
門
員
）

【
保
健
師
】

町
民
生
活
課
上
級
看
護
師（
き
ほ
く
の
里
保
育

園
）（
保
健
介
護
課
上
級
看
護
師（
保
健
係
））吉

良
薫
／
三
島
診
療
所
看
護
師（
日
吉
診
療
所
看

護
師
）松
本
佳
奈
恵
／
日
吉
診
療
所
看
護
師（
三

島
診
療
所
看
護
師
）橋
本
め
ぐ
み
／
保
健
介
護

課
保
健
師（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
係
）（
保

健
介
護
課
保
健
師（
好
藤
地
区
担
当
））岡
崎
あ

ず
さ
／
保
健
介
護
課
保
健
師（
好
藤
地
区
担
当
）

（
新
規
採
用
）利
根
萌

【
主
任
保
育
士
】

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
兼
き
ほ
く
の
里
保
育
園

主
任
保
育
士（
き
ほ
く
の
里
保
育
園
主
任
保
育

士
）小
川
千
恵

【
保
育
士
】

き
ほ
く
の
里
保
育
園（
認
定
こ
ど
も
園
ゆ
ず
っ

こ
）松
岡
明
日
香
／
き
ほ
く
の
里
保
育
園（
認
定

こ
ど
も
園
さ
く
ら
）古
用
典
子
／
き
ほ
く
の
里

保
育
園（
認
定
こ
ど
も
園
さ
く
ら
）髙
田
涼
香
／

き
ほ
く
の
里
保
育
園（
新
規
採
用
）善
家
亜
由
美

／
認
定
こ
ど
も
園
さ
く
ら（
き
ほ
く
の
里
保
育

園
）高
田
玖
美
子
／
認
定
こ
ど
も
園
さ
く
ら（
新

規
採
用
）沖
上
明
来
／
認
定
こ
ど
も
園
ゆ
ず
っ

こ（
新
規
採
用
）善
家
歌
梨

【
退
職
者
】

古
谷
忠
志（
会
計
管
理
者
兼
出
納
室
長
）／
那
須

周
造（
保
健
介
護
課
長
兼
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
推

進
室
長
）／
上
田
司（
水
道
課
長
兼
建
設
課
長
）

／
谷
口
浩
司（
教
育
課
長
）／
芝
達
雄（
危
機
管

理
課
長
）／
坂
本
誠（
教
育
課
課
長
補
佐（
三
島

公
民
館
））／
清
水
和
久（
保
健
介
護
課
長
補
佐
）

／
藤
田
博
淳（
町
民
生
活
課
係
長
）／
古
谷
博

文（
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
技
能
長
）／
篠
崎
由
貴

（
き
ほ
く
の
里
保
育
園
）

【
退
職
者
（
再
任
用
職
員
）】

二
宮
浩（
教
育
課
事
務
専
門
員
）

　

令
和
６
年
４
月
１
日
発
令
の
人
事

異
動
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

（ 

）＝
旧
任
　
○
＝
昇
任

鬼
北
町
職
員
人
事
異
動
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阿
あ な み

南　玲
れ い ら

蘭
（教育課）

大
学
在
学
中
に
お
世
話
に
な
っ
た
鬼
北
町
に

心
惹
か
れ
、
働
く
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。
ま

ち
の
皆
さ
ん
が
心
躍
る
日
々
を
送
れ
る
よ

う
、
精
一
杯
努
め
ま
す
。

上
かみやま

山　結
ゆ い か

衣花
（建設課）

思
い
や
り
の
心
を
大
切
に
、
安
心
を
届
け
ら

れ
る
対
応
を
行
い
ま
す
。
皆
様
の
お
役
に
立

て
る
よ
う
誠
心
誠
意
努
め
ま
す
の
で
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

清
せ い け

家　あかり
（保健介護課）

鬼
北
町
の
職
員
と
し
て
働
け
る
こ
と
を
嬉
し

く
思
い
ま
す
。
町
民
の
皆
さ
ま
に
信
頼
さ
れ

る
職
員
に
な
れ
る
よ
う
精
一
杯
頑
張
り
ま

す
。

岩
いわした

下　大
た い が

河
（農林課）

町
民
の
皆
さ
ま
の
お
力
に
な
れ
る
よ
う
、
あ

い
さ
つ
と
笑
顔
を
大
切
に
し
、
若
さ
を
活
か

し
て
精
一
杯
頑
張
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

水
みずしろ

代　康
こうせい

成
（農業委員会）

笑
顔
と
町
民
の
方
々
に
寄
り
添
う
気
持
ち
を

忘
れ
ず
、
鬼
北
町
に
貢
献
で
き
る
よ
う
に
精

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

山
やまもと

本　雄
ゆうだい

大
（環境保全課）

自
分
の
生
ま
れ
た
鬼
北
町
を
よ
り
元
気
に
す

る
た
め
、
笑
顔
と
あ
い
さ
つ
を
大
切
に
し
、

町
民
の
皆
様
に
寄
り
添
う
気
持
ち
を
忘
れ
ず

尽
力
し
て
参
り
ま
す
。

金
かなたに

谷　実
み ゆ

祐
（町民生活課）

町
民
生
活
課
の
金
谷
実
祐
で
す
。
名
前
は
か

な
た
に
（
彼
方
に
）
で
す
が
町
民
の
皆
さ
ん

の
身
近
な
存
在
と
な
れ
る
よ
う
努
め
ま
す
！

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

谷
たにおか

岡　真
ま み

美
（泉公民館）

固
定
概
念
に
と
ら
わ
れ
ず
、
頭
を
柔
ら
か
く

し
て
仕
事
に
臨
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
真
心

を
込
め
た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
よ
う
尽

力
い
た
し
ま
す
。

善
ぜ ん け

家　亜
あ ゆ み

由美
（きほくの里保育園）

鬼
北
町
の
子
ど
も
た
ち
が
、
毎
日
笑
顔
い
っ

ぱ
い
楽
し
く
過
ご
せ
る
よ
う
、
明
る
く
元
気

に
頑
張
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

沖
おきうえ

上　明
は る き

来
（認定こども園さくら）

生
ま
れ
育
っ
た
こ
の
町
で
働
け
る
こ
と
を
嬉

し
く
思
い
ま
す
。
毎
日
笑
顔
で
楽
し
い
保
育

を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

善
ぜ ん け

家　歌
か り ん

梨
（認定こども園ゆずっこ）

子
ど
も
達
が
成
長
す
る
よ
う
に
、
私
自
身
も

共
に
成
長
で
き
た
ら
と
思
い
ま
す
。
笑
顔
と

元
気
の
あ
る
保
育
を
し
た
い
で
す
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

利
と ね

根　萌
もえ

（保健師）

自
然
豊
か
な
鬼
北
町
で
働
く
こ
と
が
で
き
る

こ
と
、
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
保
健
師
と
し
て

皆
さ
ま
の
健
康
を
お
支
え
で
き
る
よ
う
、
一

生
懸
命
頑
張
り
ま
す
。

令和６年度　新規採用職員
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Vol.11

　「ヤングケアラー」とは、本来大人が担うと想定されて
いる家事や家族の世話などを日常的に行っているこども
のことを指します。
　こどもが家事や家族の世話をすることは、“親・きょう
だいのためだから ”“ 家族の中での役割分担は当たり前だ
から ”と思われるかもしれません。しかし、「こどもとし
ての時間」と引き換えに、家事や家族の世話をしている
としたら、みなさん、どのように思いますか？
　勉強に励む時間、部活に打ち込む時間、未来の自分や
なりたい自分を想像し、夢を描く時間、友だちとのかけ
がえのない時間・・・。
　こどもがそういった時間を過ごすことを我慢し、諦め
ているとしたら、周りにいる大人の助けが必要かもしれ
ません。
　地域のみなさんにお願いです。「ヤングケアラー」かも
しれないと思われたら、ぜひ声をかけてあげてください。
　周りの人が気づき、声をかけ、手を差し伸べることで、
ヤングケアラーが「自分は一人じゃない」「誰かに頼って
もいいんだ」と思えたら、未来が変わっていくかもしれ
ません。それはきっと、すべての人が幸せに暮らせる地
域社会をつくる一歩となるはずです。

相談窓口：鬼北町役場町民生活課福祉係（内線 2173）

【特別対談】ヤングケアラー「ほんとのきもち」
厚生労働省からYouTube 動画配信されています。
ぜひ、ご覧になってください。

障害や病気のある家族に代
わり、買い物・料理・掃除・洗
濯などの家事をしている。

家族に代わり、幼いきょうだい
の世話をしている。

障害や病気のあるきょうだい
の世話や見守りをしている。

目を離せない家族の見守り
や声かけなどの気づかいを
している。

日本語が第一言語でない家
族や障害のある家族のため
に通訳をしている。

家計を支えるために労働を
して、障害や病気のある家族
を助けている。

アルコール・薬物・ギャンブ
ル問題を抱える家族に対応
している。

がん・難病・精神疾患など慢
性的な病気の家族の看病を
している。

障害や病気のある家族の身
の回りの世話をしている。

障害や病気のある家族の入浴
やトイレの介助をしている。

家族のケアをこどもがしている。
ヤングケアラーを知っていますか？

※子ども家庭庁（https://www.cfa.go.jp/aaa/）（参照2023.4.15）

※子ども家庭庁（https://www.cfa.go.jp/aaa/）（参照2023.4.15）
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まちのお知らせKihoku’s News

空き家活用住宅とは
町内にある空き家のうち、所有者から借り上げた住宅を整備し、町が管理運営を行い、移住定住者に
貸し付ける住宅。

借り上げを対象とする空き家住宅とは
①人の住んでいない一戸建ての住宅。
②空き家の所有者が改修・転賃することを承諾したもの。
③改修経費が限度額以下のもの。

改修の内容及び限度額
台所・浴室・トイレ等いわゆる水回りを基本として、改修費、耐震改修費、合計 500 万円を上限に整備。

借り上げる期間
①所有者と町の契約期間は最短 10 年間。
契約期間満了後、空き家所有者に返還します。
②住宅借り上げ期間中に所有者の都合により貸すことができなくなった場合は、修繕費の一部を返還
していただきます。
　（例：10 年以上 11 年未満で修繕費用の 10％）

・所有者の負担なしでリフォーム・耐震化を実施。
・契約期間中の管理運営は町が行う。
・住居に必要な工事は町が行う。
・建物の固定資産税の免除。 令和元年～令和５年の間に

４棟改修、入居中です！

★まずはお気軽にご相談ください★　【問い合せ先】企画振興課　地域活力創出係　内線 2212

12
年
間
大
阪
で
働
き
、
愛
治
に
帰
っ
て
き

ま
し
た
。
鬼
北
の
魅
力
Ｕ
Ｐ
に
尽
力
す
べ

く
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
生
か
し
て
邁
進

し
て
ま
い
り
ま
す
！

地域おこし協力隊
北宇和高校教育寮
ハウスマスター
谷口　ゆう子

１
日
で
も
早
く
皆
さ
ま
の
お
役
に
立
て
る

よ
う
、
何
事
も
明
る
く
一
つ
一
つ
丁
寧
に

取
り
組
み
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 地域おこし協力隊

北宇和高校教育寮
ハウスマスター
重川　奈々
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PICK UP

　

鬼
北
町
で
は
、
平
成

　

鬼
北
町
で
は
、
平
成
1919
年
３
月

年
３
月

2020
日
に
制
定
し
た
鬼
北
町
男
女
共

日
に
制
定
し
た
鬼
北
町
男
女
共

同
参
画
推
進
条
例
に
基
づ
き
、
男

同
参
画
推
進
条
例
に
基
づ
き
、
男

女
共
同
参
画
社
会
の
形
成
の
促
進

女
共
同
参
画
社
会
の
形
成
の
促
進

に
関
す
る
施
策
と
し
て
、「
鬼
北
町

に
関
す
る
施
策
と
し
て
、「
鬼
北
町

男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
」
を
策

男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
」
を
策

定
し
ま
し
た
。

定
し
ま
し
た
。

　

令
和
５
年
度
を
も
っ
て
、「
第
３

　

令
和
５
年
度
を
も
っ
て
、「
第
３

次
鬼
北
町
男
女
共
同
参
画
基
本
計

次
鬼
北
町
男
女
共
同
参
画
基
本
計

画
」
で
設
け
た
計
画
期
間
が
終
了

画
」
で
設
け
た
計
画
期
間
が
終
了

し
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
度
、
新
た

し
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
度
、
新
た

に
計
画
期
間
を
令
和
６
年
度
か
ら

に
計
画
期
間
を
令
和
６
年
度
か
ら

1010
年
度
の
５
年
間
と
し
た
「
第
４

年
度
の
５
年
間
と
し
た
「
第
４

次
鬼
北
町
男
女
共
同
参
画
基
本
計

次
鬼
北
町
男
女
共
同
参
画
基
本
計

画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

第
３
次
計
画
期
に
は
、
こ
れ
ま

　

第
３
次
計
画
期
に
は
、
こ
れ
ま

で
に
な
い
ほ
ど
に
「
男
女
共
同
参

で
に
な
い
ほ
ど
に
「
男
女
共
同
参

画
」
や
「
女
性
活
躍
」
が
注
目
さ
れ
、

画
」
や
「
女
性
活
躍
」
が
注
目
さ
れ
、

加
え
て
性
別
に
捉
わ
れ
な
い
考
え

加
え
て
性
別
に
捉
わ
れ
な
い
考
え

方
に
対
す
る
理
解
も
少
し
ず
つ
進

方
に
対
す
る
理
解
も
少
し
ず
つ
進

ん
で
き
ま
し
た
。

ん
で
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
ま
だ
ま
だ
す
べ
て
の
固

　

し
か
し
、
ま
だ
ま
だ
す
べ
て
の
固

定
観
念
を
解
消
す
る
ま
で
に
は
程
遠

定
観
念
を
解
消
す
る
ま
で
に
は
程
遠

く
、
ま
た
日
常
生
活
の
な
に
げ
な

く
、
ま
た
日
常
生
活
の
な
に
げ
な

い
場
面
で
身
に
つ
い
て
い
る
ア
ン
コ

い
場
面
で
身
に
つ
い
て
い
る
ア
ン
コ

ン
シ
ャ
ス
・
バ
イ
ア
ス
（
無
意
識
な

ン
シ
ャ
ス
・
バ
イ
ア
ス
（
無
意
識
な

思
い
込
み
・
偏
見
）
な
ど
、
こ
れ
ま

思
い
込
み
・
偏
見
）
な
ど
、
こ
れ
ま

で
の
鬼
北
町
の
土
台
を
築
き
上
げ
て

で
の
鬼
北
町
の
土
台
を
築
き
上
げ
て

き
た
世
代
か
ら
、
今
後
鬼
北
町
を
背

き
た
世
代
か
ら
、
今
後
鬼
北
町
を
背

負
っ
て
立
つ
世
代
ま
で
あ
ら
ゆ
る
世

負
っ
て
立
つ
世
代
ま
で
あ
ら
ゆ
る
世

代
に
対
し
て
、
考
え
方
の
共
有
等
が

代
に
対
し
て
、
考
え
方
の
共
有
等
が

必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

　

基
本
理
念
と
し
て
掲
げ
る
「
あ
ら

　

基
本
理
念
と
し
て
掲
げ
る
「
あ
ら

ゆ
る
場
面
で
、
性
別
や
固
定
観
念
に

ゆ
る
場
面
で
、
性
別
や
固
定
観
念
に

と
ら
わ
れ
ず
、
誰
も
が
お
互
い
を
尊

と
ら
わ
れ
ず
、
誰
も
が
お
互
い
を
尊

重
し
、
誰
も
が
対
等
に
さ
ま
ざ
ま
な

重
し
、
誰
も
が
対
等
に
さ
ま
ざ
ま
な

機
会
に
参
画
で
き
る
社
会
」
を
目
指

機
会
に
参
画
で
き
る
社
会
」
を
目
指

し
、
さ
ら
な
る
推
進
を
図
り
ま
す
。

し
、
さ
ら
な
る
推
進
を
図
り
ま
す
。

問 企画振興課　地域活力創出係　内線2215

広報きほく　2024.5 10



「あらゆる場面で、性別や固定観念にとらわれず、誰もがお互いを尊重し、誰もが対等にさまざ
まな機会に参画できる社会」を目指して

Ⅰ 誰もが性別に関わりなく、多様な生き方やライフスタイルが選択できる社会

　性別による固定的な役割に縛られることなく、それぞれの多様な価値観や生き方、個性を認め
合い、自らの意思により、生き方やライフスタイルを自由に選択できる社会を目指します。
【具体的な取組】
○町民への男女共同参画に関する意識啓発　○性的多様性に関する講習会等の開催
○子供や若い世代に合った男女共同参画学習の充実　○世代間協力を深める学習・教育の推進

　仕事と家庭との両立を図るため、固定観念にとらわれず、誰もが家事、子育て、介護等に率先
して協力し合える社会を目指します。
【具体的な取組】
○家庭における意識の醸成　○民間企業への啓発運動の推進○男性の子育て参加の促進
○介護サービスの周知及び充実

番号 内 容 第3次目標 R5調査時 第4次目標
1 男女が平等と感じる人の割合 25.0% 18.3% 25.0%
2 固定的な性別役割意識を持っている人の割合 ※ 23.5% 10.0%
3 審議会等の女性割合 35.0% 26.0% 35.0%
4 自治会・PTA会長の女性登用 15.0%  7.1% 15.0%
5 防災士の女性割合 15.0% 17.5% 20.0%
6 認定農業者に占める女性の割合 ※ 11.3% 20.0%
7 鬼北町職員の女性管理職の割合 ※ 22.5% 30.0%
8 女性消防隊員数 ※ 17人 21人
9 女性起業活動者数 年20件 年 16件 年 20件
10 町内におけるひめボス宣言事業者数 ※ 1事業所 4事業所

Ⅱ 誰もが子育てや介護をしながら働き続けられる社会

　あらゆる場面・環境において、それぞれの持つ個性と能力を十分に発揮して活躍できる機会を
持てる社会を目指します。
【具体的な取組】
○放課後児童クラブ管理運営事業の充実　○実情に沿った保育制度整備
○町審議会等への女性の参画促進　○女性の職業能力開発支援の充実　○防災対策における女性の登用

Ⅲ 誰もがあらゆる場面で個性と能力を発揮し、活躍できるよう支えあう社会

　高齢者や障がい者、ひとり親家庭等の全ての人が、性別にかかわらず地域でいきいきと就労や
社会参加ができるよう、地域社会活動の活性化や機会創出を図るとともに、性的指向やジェンダー
アイデンティティに関する理解が進んだ社会を目指します。
【具体的な取組】
○高齢者等の健康管理、生きがいづくりの充実　○障がい者の社会参加と自立支援
○配偶者等からの暴力防止の啓発推進　○性の多様性に関する理解増進

Ⅳ 誰もが安心して暮らせる社会
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まちのお知らせ

問 町民生活課　課税管理係　内線2123

お知らせ
info

申請はお早めに！

軽自動車税（種別割）減免申請の受付を開始します

問 環境保全課　環境衛生係　内線2443

お知らせ
info 町内の空間放射線量測定結果

　鬼北町では、町民の皆さんが身近な放射線量を把握することができるよう、町内の特定箇所で定期測定を年間３
回実施しています。３月は各小中学校も実施しました。
　測定結果は以下のとおりです。

測定場所 測定結果
（単位：マイクロシーベルト） 測定場所 測定結果

（単位：マイクロシーベルト）
鬼北町役場 毎時 0.07 広見中学校 毎時 0.07
好藤保育所 毎時 0.07 日吉中学校 毎時 0.10
愛治公民館 毎時 0.07 近永小学校 毎時 0.10
三島公民館 毎時 0.06 好藤小学校 毎時 0.11
小倉コミニティセンター 毎時 0.09 愛治小学校 毎時 0.11
日吉支所 毎時 0.07 三島小学校 毎時 0.10
父野川下農村広場 毎時 0.11 泉小学校 毎時 0.09

日吉小学校 毎時 0.10

【空間放射線量測定結果】 （測定日：令和６年３月２１日）

※測定器は、NaI シンチレーションサーベイメータ（主にガンマ線の測定器）を使用し、地表面から 1ｍの高さ（保
育所、小学校は 50cm）で実施しています
※シーベルト：人体が放射線を受けた時、その影響の度合を表す目安となる放射線量の単位。
（1シーベルト＝ 1,000 ミリシーベルト、1ミリシーベルト＝ 1,000 マイクロシーベルト）
※測定値には、気象条件、測定器等により差が出ますので、参考数値となります。
いずれも国の基準【毎時 0.23 マイクロシーベルト】を下回っており通常レベルの範囲内で問題のない数値です。

お知らせ
info

奈良地区
　　民国連携森林整備推進協定締結

　３月 28 日に鬼北町と愛媛森林管理署、近永地区町有林管理組合は、それぞれが開設・
修繕した作業道や林道を相互に利用し、間伐等の森林整備、木材の搬出を効率的に実施
できるよう、愛媛県で初となる森林整備推進協定を締結しました。
　これにより、「効率的な路網整備」「事業コストの低減」「木材の協調出荷」「森林環境
保全直接支援事業等の要件緩和」が可能となり、森林に携わる方々が協力し合いながら、
より良い森林整備事業を実現できるようになりました。

問 環境保全課　環境衛生係　内線2443

お知らせ
info

４月・５月の連休における「家庭ごみ・し尿等収集」について

※１. 家庭ごみは各地区決められた曜日に排出してください。　※２. ４月 27 日（土）は午前中のみ収集しています。
直接搬入：広域環境センター（☎ 49-5040）汲取依頼先：( 有 ) 広見衛生社（☎ 45-0507）早めのお申し込みを！

29( 月 ) 30( 火 ) １( 水 ) ２( 木 ) 3( 金 ) 4( 土 ) 5( 日 ) 6( 月 )

家庭ごみ収集 〇
※ 1

〇
※ 1

〇
※ 1

〇
※ 1

〇
※ 1 × × 〇

※ 1

直接搬入
（個人での持ち込み） × 〇

13 時～ 16 時
〇

13 時～ 16 時
〇

13 時～ 16 時 × 〇
13 時～ 16 時 × ×

し尿等収集※2 × 〇 〇 〇 × × × ×

　障がい者の方が使用する軽自動車等で特定の車両に対し、軽自動車税（種別割）の減免制度があります。なお、
自動車税（種別割）の減免を受ける場合は、軽自動車税（種別割）の減免を受けることはできません。
【減免申請期間】　5月 13 日（月）～ 5月 31 日（金）
【持　参　物】●身体・精神障害者手帳　　●療育手帳　　●運転免許証

●納税通知書　　●マイナンバーカード
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Kihoku’s News

問 町民生活課　福祉係　内線2118

お知らせ
info すくすく鬼北っ子応援給付金

●出生給付金： 1 人につき 5万円を交付します。
児童を監護し生計を一にする、鬼北町に住民票がある父または母であり、鬼北町に住民登録をした日か
ら児童の出生日まで継続して 6カ月以上居住し、引き続き町内に居住すると認められる方に限ります。

●入学給付金（小学校・中学校）：1人につき 10 万円を交付します。
児童を監護し生計を一にする、鬼北町に住民票がある父または母。申請は入学後に行います。

【申請書提出期限】
6 月 28 日（金）までに交付申請書を町民生活課までご提出ください。

問 企画振興課　地域活力創出係　内線2213

お知らせ
info 統計調査員を募集しています。

　鬼北町では、統計調査員登録制度に基づいて、国が実施する統計調査の業務に従事してくださる
方を広く募集しています。
統計調査とは
　国の指定する統計調査から得られた情報は、世の中のすがたを正確に表し、私たちの暮らしをよ
くするための方向性を見極める基礎として、とても重要です。「少子高齢化社会」や「完全失業率」
もこの統計調査により得られた結果です。
調査員の仕事
・調査説明会に出席　・調査票の配布および回収　・調査票の点検整理　・点検した調査票を町に提出
調査の依頼
　調査がある度に役場から連絡があります。ご自身の都合に合わせて、空いた時間を有効に活用い
ただけます。調査の実施数や規模は内容によって異なります。

※詳しい内容については、企画振興課までお問い合わせください。

お知らせ
info

成川渓谷グリーンマーケット
開催のお知らせ

　４月から９月の毎月最終日曜日に、成川渓谷
グリーンマーケットを開催します。カントリー
雑貨、和紙や布小物、工芸品、苔玉、着物リメ
イク、ハンドメイド作品、野菜の直売やコー
ヒー・ワッフル、アロママッサージもあります。
ぜひご来場ください。

開催日　４月28日　５月26日　６月30日
　　　　７月28日　８月25日　９月29日
※雨天中止の場合は翌月第１日曜日に変更します。
時間 10 時～ 15 時　場所 成川渓谷キャンプ場

お知らせ
info 日赤活動資金ご協力の御礼

　皆さんのあたたかいご協力により、２月末ま
でに 1,265,334 円の活動資金が集まりました。
活動資金は全額日赤愛媛県支部へ送金し、今後、
災害救助活動など日本赤十字社の人道的活動に
役立てられます。
　活動資金は随時受付けておりますので、引き
続きご支援をお願いします。

お詫びと訂正
　4月 10 日に配布いたしました「令和 6年 4月 1日現在　鬼北町行政組織図と職員配置図」の三島
公民館（三島連絡所）の電話番号に誤りがありましたので訂正いたします。

誤：４８－００１１　　正：４８－０１１１
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Kihoku’s Tpicks まちのアルバム

　３月26日に有害鳥獣処理加工施設で鳥獣慰霊祭が
開催され、（株）ありがとうサービスの代表者、関
係者として鬼北町代表者と町内猟友会の代表者が参
列しました。
　私たち町民にとっては有害鳥獣ですが、自然の命
であるため、しっかり供養したいとの思いで慰霊碑
を設置しました。
　有害鳥獣処理加工施設では、有害鳥獣として捕獲
された鳥獣の減容化処理と鮮度が良いイノシシとシ
カはペットフードに加工されます。令和５年１月時
点で2,086頭の鳥獣が処理加工されています。

自然と共存しながら今後の発展に
◎鳥獣慰霊祭

　東京都に本社を置く株式会社大塚商会から、企業
版ふるさと納税を用いて、屋外シャワーキットやポータ
ブル電源等を寄贈していただきました。
　株式会社大塚商会と鬼北町は、昨年8月に「災害時
相互応援に関する連携協定」を結び、協定締結をした
他11市町が被災した際に支援し、当町が被災した際は、
支援をしていただくこととなっています。
　寄贈後、協定締結市町で
は防災資機材を活用する見込
みがなかったため、今年1月
に能登半島地震で被災した輪
島市へ屋外シャワー
キットを貸し出しています。

防災資機材の寄贈
◎企業版ふるさと納税

　３月12日に日吉小学校で、「マンガふるさとの偉
人」の贈呈式を行いました。このマンガは、公益財
団法人Ｂ＆Ｇ財団の補助金を活用し、製作したもの
で、旧日吉村出身で初代村長である井谷正命氏と、
その長男で衆議院議員を４期務め、明星ケ丘で四国
最初のメーデーを行った正吉氏の、親子二代にわた
る功績を描いたものです。
　冊数に限りはありますが、無料配布をいたします
ので、ご興味のある方は教育委員会教育課文化ス
ポーツ係までお申し出ください。

マンガで楽しく歴史を学ぶ
◎偉人マンガ贈呈式

　３月16日に広見体育センターで、みにこんか鬼北
映画祭が行われました。「ザ・スーパーマリオブラー
ザーズ・ムービー」「老後の資金がありません！」
が上映され多くの皆さんに観賞いただきました。
　会場の外では、ふれあい移動動物園や図書室よみ
きかせ会、イースターエッグ作りのほか、チョーク
で駐車場に絵を描くコーナーが用意され、小さな画
伯たちが地面の大きなキャンバスに思い思いの絵を
地面いっぱいに描きました。

来て！観て！触れて！楽しい！
◎みにこんか 鬼北映画祭
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くらしのお知らせ
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ま
ず
に
、

「
つ
ど
い
」
で
思
い
を
語
っ
て
み

ま
せ
ん
か
。

日

　時

　
奇
数
月
の
第
２
金
曜
日

　
10
時
〜
11
時
30
分

 ※

次
回
５
月
10
日
㈮

場

　所

　
鬼
北
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　（
ひ
ま
わ
り
）

対
象
者

　
鬼
北
町
在
住
で
高
齢
者
を
介
護

し
て
い
る
方

問
い
合
わ
せ

　
保
健
介
護
課

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
内
線
３
１
２
２

　
宇
和
島
海
上
保
安
部
で
は
、
マ

リ
ン
レ
ジ
ャ
ー
が
活
発
と
な
る
４
月

27
日
㈯
か
ら
５
月
６
日
㈪
ま
で
の

期
間
を
「
春
季
大
型
連
休
安
全
推

進
活
動
」
と
し
て
、
安
全
指
導
や

啓
発
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

　
例
年
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク

期
間
か
ら
夏
場
に
か
け
て
マ
リ
ン

レ
ジ
ャ
ー
を
楽
し
む
方
が
多
く
な

る
こ
と
か
ら
、
釣
り
人
の
海
中
転

落
や
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
の
機
関

故
障
に
よ
る
運
航
不
能
が
多
発
し

て
い
ま
す
。 

　
こ
の
た
め
、
海
で
釣
り
等
を
楽

し
む
際
に
は
自
己
救
命
策
の
確
保

と
し
て
「
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の

常
時
着
用
」「
防
水
パ
ッ
ク
入
り
の

携
帯
電
話
等
の
連
絡
手
段
の
確
保
」

「
1
1
8
番
及
び
N
E
T
1
1
8

の
活
用
」
を
お
願
い
し
ま
す
。
そ

し
て
、
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
等
を

運
航
す
る
場
合
は
専
門
の
整
備
業

者
に
よ
る
定
期
的
な
点
検
整
を
含

め
て
事
前
に
エ
ン
ジ
ン
や
バ
ッ
テ

リ
ー
の
点
検
を
励
行
す
る
よ
う
心

掛
け
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　
宇
和
島
海
上
保
安
部
交
通
課

　
☎
０
８
９
５-

２
２-

１
９
３
３

　
愛
媛
県
で
は
、
県
内
で
発
災
時

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
必
要
な

活
動
資
金
を
助
成
す
る
た
め
、
災

害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
フ
ァ
ン
ド
を
設

置
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
愛
媛

県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
い
た

だ
き
、
ぜ
ひ
寄
付
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　
愛
媛
県
保
健
福
祉
課

　
☎
０
８
９-

９
１
２-

２
３
８
３

　
こ
の
補
償
金
は
、
法
に
基
づ
き
、

ハ
ン
セ
ン
病
元
患
者
家
族
の
被
っ
た

精
神
的
苦
痛
を
慰
謝
す
る
た
め
の

も
の
で
す
。
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す

の
で
お
電
話
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　
厚
生
労
働
省
補
償
金
担
当
窓
口

　
☎
０
３-

３
５
９
５-

２
２
６
２

　
令
和
７
年
度
に
採
用
す
る
愛
媛

県
立
病
院
の
看
護
師
等
医
療
職
の

採
用
試
験
を
実
施
し
ま
す
。
募
集

情
報
は
愛
媛
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

対

　象

　
資
格
免
許
保
有
者
及
び
取
得
見

込
者

日

　時

　
４
月
19
日
㈮
〜
６
月
７
日
㈮ 

試
験
日

　
６
月
22
日
㈯
・
23
㈰

場

　所

　
松
山
大
学
８
号
館

　（
松
山
市
文
京
区
４
番
地
２
）

問
い
合
わ
せ

　
愛
媛
県
公
営
企
業
管
理
局
総
務
課

　
☎
０
８
９-

９
１
２-

２
７
９
０

受
験
資
格

　
21
歳
以
上
34
歳
未
満
の
者

　
21
歳
未
満
の
者
で
、
大
学
卒
業

者
又
は
大
学
卒
業
見
込
者

受
付
期
間

　
５
月
２
日
㈭
〜
27
日
㈪

第
一
次
試
験

　
６
月
16
㈰

問
い
合
わ
せ

　
宇
和
島
警
察
署
警
務
課

　
☎
０
８
９
５-

２
２-

０
１
１
０

　
学
校
、
職
場
、
家
庭
や
人
間
関

係
な
ど
、
一
人
で
悩
ん
で
い
ま
せ

ん
か
？
臨
床
心
理
士
に
よ
る
相
談

を
無
料
で
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
ず

は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日 

時
　
５
月
27
日
㈪

　
13
時
30
分
〜
16
時
30
分

対
象
者

　
鬼
北
町
在
住
の
方（
３
名
程
度
）

場

　所

　
広
見
保
健
セ
ン
タ
ー

※
※

秘
密
は
お
守
り
ま
す
。
安
心

し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
予
約
制
の
た
め
、
希
望
さ
れ
る

方
は
５
月
20
日
㈪
ま
で
に
お
問
い

合
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　
保
健
介
護
課
保
健
係

　
内
線
２
５
０
６

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

休
日
臨
時
交
付
窓
口
開
設

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

　
　
　訪
問
申
請
サ
ポ
ー
ト

え
ひ
め
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー

「
愛
結
び
」会
場
開
設

自
動
車
税
種
別
割

　

 

納
付
期
限
の
お
知
ら
せ

認
知
症
家
族
の
つ
ど
い
に

つ
い
て

マ
リ
ン
レ
ジ
ャ
ー
の
季
節
を

迎
え
る
に
あ
た
っ
て

ハ
ン
セ
ン
病
元
患
者
の
ご
家

族
に
対
す
る
補
償
金
制
度

愛
媛
県
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

フ
ァ
ン
ド
へ
の
寄
付
の
ご
協
力

に
関
す
る
お
願
い

日時 5月20日（月）　９時～ 15時
　　 ※ひまわりは10時から
場所 ◆鬼北町総合福祉センター
　　　 ひまわり
　　 ◆日吉保健センター
問人権…町民生活課戸籍住民係 
　　　　内線2113
　行政…総務財政課行政係  
　　　　内線7802
　心配…社会福祉協議会  
　　　　☎45-3709

「人権・行政・心配ごと相談」

お
知
ら
せ

愛
媛
県
立
病
院
看
護
師
等

医
療
職
の
募
集

愛
媛
県
警
察
事
務
職
員（
上

級
）募
集

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
の
ご
案
内

募
集
・
相
談
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5・7・5に乗せて

で
き
る
よ
ね
せ
ん
た
く
た
た
み
た
の
し
い
よ

小
学
校
一
年
生

で
き
る
と
ね
う
れ
し
い
気
持
ち
わ
い
て
く
る

小
学
校
二
年
生

叶
う
か
な
医
者
に
な
り
た
い
こ
の
願
い

小
学
校
四
年
生

春
が
来
て
桜
が
い
つ
も
お
で
む
か
え

小
学
校
五
年
生

お
花
見
で
春
を
楽
し
む
桜
の
木

小
学
校
五
年
生

柴
犬
を
か
う
夢
叶
う
誕
生
日

小
学
校
五
年
生

砂
け
む
り
さ
ら
さ
ら
と
ま
う
大
自
然

小
学
校
六
年
生

さ
ら
さ
ら
と
優
し
く
降
っ
た
天
気
雨

小
学
校
六
年
生

春
が
来
た
や
っ
と
私
も
先
輩
だ

中
学
校
一
年
生

勉
強
が
楽
に
で
き
る
と
い
い
の
に
な

中
学
校
二
年
生

叶
う
夢
無
限
に
広
が
る
可
能
性

中
学
校
二
年
生

挑
戦
を
続
け
る
こ
と
で
叶
う
夢

高
校
二
年
生

春
風
に
乗
っ
て
兵
庫
に
お
引
越
し

高
校
三
年
生

竹
の
子
川
柳
会

縁
側
で
二
人
揃
っ
て
日
向
ぼ
こ

兵
頭
チ
ヨ
カ

一
畝
ご
と
に
畝
に
座
っ
て
一
服
し

中
城

英
雄

座
る
時
早
く
立
つ
ぞ
と
思
っ
た
に

熊
本

忠
眞

我
が
孫
は
入
試
で
見
事
サ
ク
ラ
サ
ク川

添

忠
昭

入
学
式
跳
ね
て
飛
ん
で
る
ラ
ン
ド
セ
ル

若
宮

賢
敬

ご
み
捨
て
場
じ
ゃ
が
芋
の
芽
が
し
ゃ
ん
と
立
ち

木
村

貞
子

新
芽
出
て
山
全
体
が
衣
替
え

兵
頭

好
子

桃
の
花
今
日
は
芽
出
度
い
ひ
な
祭
り水

野
す
み
こ

揚
げ
て
よ
し
酢
味
噌
で
も
よ
し
蕗
の
ト
ウ

山
本

節

赤
ち
ゃ
ん
の
芽
生
え
日
に
日
に
知
恵
が
つ
き

大
崎

五
葉

持
病
迄
芽
吹
い
て
く
る
よ
い
や
な
春菅

原

由
紀

ひ
よ
し
川
柳
会

史
跡
等
妙
寺
サ
ポ
ー
タ
ー
通
信

去
る
３
月
９
日
と
30
日
、
史
跡
等
妙
寺
サ
ポ
ー
タ
ー
の
皆
さ
ん
と

第
６
・
７
回
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
開
催
し
ま
し
た
。

第
６
回
は
、
展
示
工
事
の
完
了
し
た
交
流
館
内
部
を
じ
っ
く
り
ご

覧
い
た
だ
い
た
の
ち
、
近
永
地
区
婦
人
会
の
お
も
て
な
し
で
く
つ
ろ

ぎ
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
。
歓
談
の
あ
と
は
、
奈
良
山
等
妙
寺
ご
住
職
を
講

師
に
僧
侶
衣
装
体
験
を
行
い
ま
し
た
。
過
去
一
番
の
盛
り
上
が
り
で
、

等
妙
寺
修
行
僧
ス
タ
イ
ル
を
楽
し
く
学
べ
ま
し
た
。

第
７
回
は
、
三
浦
正
幸
先
生
特
別
講
座
「
よ
く
わ
か
る
！
お
も
し

ろ
い
！
復
元
イ
ラ
ス
ト
で
楽
し
む
中
世
等
妙
寺
の
建
築
」。
三
浦
先

生
に
建
築
考
証
い
た
だ
き
完
成
し
た
七
カ
ッ
ト
の
復
元
イ
ラ
ス
ト
を

鑑
賞
し
な
が
ら
の
解
説
で
、
大
変
好
評
で
し
た
。
近
永
地
区
婦
人
会

提
供
の
手
づ
く
り
お
や
つ
も
お
い
し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

奈
良
山
等
妙
寺
史
跡
公
園
及
び
歴
史
交
流
館
は
運
営
体
制
を
整
え

た
の
ち
、
今
年
秋
頃
の
オ
ー
プ
ン
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
史
跡
等
妙

寺
サ
ポ
ー
タ
ー
の
会
会
員
も
随
時
募
集
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
興

味
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
ぜ
ひ
入
会
く
だ
さ
い
。

【
第
１
回
】

▲三浦正幸先生特別講座のようす

▲僧侶衣装体験のようす
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文化の広場

ＡＬＴの鬼の里Ｄiary

きほくのまち人探訪
　北宇和高校のALTとして勤務している
イギリス出身のFinn Lankesterさん。高
校時に出会った先生が日本でALTとして
働いていた経験談に心動かされ来日を決
ました。
　英語を教える上で、「覚えられない難
しいもの」ではなく、より身近に感じて
もらえるように心掛けているそうで、学
校行事にも参加し、英語の授業以外にも
関りを持ちながら高校生活を共にしてい
ます。Finn Lankesterさんも日本語を勉
強しているそうで、外国語の難しさや、
生徒の苦手意識は理解していますが、生
徒たちには英語を学ぶことで少しでも海
外を知るきっかけ、将来の選択肢を広げ

るきっかけにしてほしいと考えています。
　将来の目標はまだ決まっていないそう
ですが、日本語のスキルを磨き、日本と
イギリスの架け橋になれるよう、自身の
興味のある分野を仕事として働きたいと
話します。
　初めて鬼北町を訪れ、コミュニティと
町民の皆さんの温かさに触れ、たくさん
の友人ができたと１年間を振り返ります。
イベントへのお誘いや高校での思い出が
たくさんあり、今では鬼北町を第二の故
郷のように感じているそうです。あと数
年は、鬼北町で勤務されるので、見か
けた際はぜひお声かけください。

　最近、私は休みの日にヒッチハイク
をしています。日本では外国の方がヒ
ッチハイクで移動するのが比較的簡単
だと聞いていたので、ずっとやってみ
たいと思っていました。やってみると、
すぐハマりました！今までで一番遠か
ったのは、高知県の四万十市で女性の
方に乗せてもらい、松野のぽっぽ温泉
まで連れて行ってもらった時です。（そ
の日は寒かったので本当にお風呂に入
りたかったです。）
　ヒッチハイクでは鬼北町や四国の各
県で新しい人々に出会うことができ、
移動中も楽しい時間を過ごせました。
乗せてくれた皆さんはとても親切で優

しい方ばかりで本当に感謝しています。
これからも新しい人々に出会い続けた
いと思っています。
　私の母国であるアメリカでは、事件
やホラー映画の影響でヒッチハイクす
る人は非常に少なく、危険と考えられ
ています。だから、アメリカでずっと
ヒッチハイクをやってみたかったので
すができませんでした。日本にいる間
はたくさんの新しい人々に出会い、た
くさんの新しい場所に行きたいと思っ
ていますので、もし道で私を見かけた
ら、ぜひ乗せてください！よろしくお
願いします！

地域おこし協力隊
北宇和高校  教育寮  ハウスマスター

地域おこし協力隊活動日記

～Brian 編～

北宇和高校ALT
　Finn Lankester
  （フィン・ランケスター）

「Hitchhiking in the countryside」

「海外文化に関心を持ってもらい、　　
　　　　日本とイギリスの架け橋に！」

「新たな仲間と共に成長し、　　
　　　　鬼北町を盛り上げたい」

倉田亜耶　 森實　慧 　中井千尋
谷口ゆう子 　重川奈々

　北宇和高校教育寮ハウスマスターです！
　新１年生９名を迎え、この４月より１７名での共同生活が始まりま
した。
　昨年度はたくさんの方々にお力添えいただき、無事走り切ることが
できました。ありがとうございました。
　ちょうど去年の今頃迎え入れた１期生の表情と、この１年間一緒に
過ごしてきた日々を思い返します。今では家族同然のように自然体で
暮らす寮生たち、この１年間でお互いを受け容れあう絆を育んできま
した。一人一人がありたい姿に向かって自分自身と向き合い続けてき
たこと、新入生が入寮し、すっかり先輩の顔つきになった彼らを見て
改めて実感します。新入生の成長もこれからとても楽しみです！
　昨年に引き続き、今年も地域行事へ参加させていただきますので、
今後ともよろしくお願いいたします。まだまだ試行錯誤の毎日ですが、
生徒たちと力を合わせて鬼北町を盛り上げていきます！！

広報きほく　2024.517



編
集
後
記

▼
今
月
号
か
ら
広
報
が
フ
ル
カ
ラ

ー
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
以

上
に
見
や
す
い
、
読
み
や
す
い
誌

面
づ
く
り
を
心
が
け
、
ま
ち
の
情

報
が
必
要
な
方
々
に
届
く
よ
う
工

夫
し
て
い
き
ま
す
。

　毎
月
の
広
報
を
楽
し
み
に
さ
れ

て
い
る
方
々
に
、
最
新
情
報
や
町

の
動
き
等
を
お
届
け
で
き
る
よ

う
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
頑
張
り

ま
す
。（
咲
）

今

月

の

１

枚

　医療DXは、デジタル技術を用いて医
療現場の変革を目指す取り組みです。
具体的には、以下のようなメリットが
期待されます。
カルテの電子化、オンライン診療、診
療情報の共有などにより、患者さんに
とっては通院の負担軽減になり、医療
情報の有効活用により適切な医療を受
けることができます。医療従事者に
とっても業務の効率化や負担軽減に繋
がります。
　ご承知のように現在、地域医療は非
常に厳しい状態にあり、その原因の大
きなものは医師、看護師など医療従事
者の地域偏在によるマンパワー不足で
す。時間的空間的制約の解消が可能と
なる医療DXは地域医療にこそ必要な
技術といえます。
　当院でも電子カルテの導入を機に、
医療DXを推進してまいりますのでご
協力、ご理解のほど、よろしくお願いい
たします。

北宇和病院
だよりマダニに咬まれてから発症する代表的な感染症の症状は、38度以上の発

熱，消化器症状（食欲低下，嘔気，嘔吐，下痢，腹痛）などがあります。場合に
よっては重症化し死亡することもあります。
　主な感染原因は、ウイルスを保有しているマダニに咬まれることにより感染
するとされています。マダニは特に4～9月にかけて活動が活発になります。野
山や畑、草むらなど、ダニ類の生息場所に出かけるときには、次のことに気を
つけましょう。また人だけでなく、ペットもマダニ対策を心がけましょう。

マダニに咬まれても痛みはなく、気が付かない場合も多いとされています。
マダニの多くは人や動物に取りつくと、長時間（数日から長いものは10日以上）
吸血します。
　吸血中のマダニに気がついた時は、無理に引き抜こうとせず、皮膚科を受診
してください。
マダニに咬まれた後に、体調の変化があった場合は医療機関を受診してく

ださい。またすぐに医療機関を受診できない場合は、ワセリン法をお試しくだ
さい。

〇長袖、長ズボンまたは登山用のスパッツを着用しましょう。
〇サンダルなどの肌が見える靴は避けましょう。
〇帽子、手袋や軍手を着用し、首にタオルを巻くなど、肌の露出を抑えま
　しょう。
〇マダニが付いても見えやすい明るい色（白色はダニが好むため注意）や
　マダニが付きにくい、つるつるした素材の服がお勧めです。
〇DEET（ディート）という成分を含んだ虫よけ剤はダニに効果的です。
〇屋外活動後は、すぐ入浴し、脇の下、足の付け根、手首、ひざの裏、胸の
　下、頭などマダニに咬まれていないか確認してください。
〇飼い犬等の散歩後はブラッシングし、マダニがついていないか確認しま
　しょう。
〇獣医師と相談のうえ、マダニ駆除剤を適切に使用するようにしましょう。

健康ほくほく通信健康ほくほく通信健康ほくほく通信
問保健介護課　保健係　内線3113～3116

No.49 マダニによる感染症に注意しましょう。

医療DXについて

マダニに まれないために

＜ワセリン法＞
①たっぷりのワセリンで、刺咬部をダニごと被覆する。
②30分間放置する。
③ガーゼや布で拭き取る。ダニが窒息して簡単に取れます。
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No.155

新
た
な
仲
間
！
鬼
北
町
で

心
身
と
も
に
成
長
し
た
い

　
今
年
度
新
し
く
北
宇
和
高
校
教
育
寮
（
北
辰
寮
）

に
入
寮
し
た
９
名
の
生
徒
で
す
。
東
京
都
、
千
葉

県
、
埼
玉
県
、
大
阪
府
、
兵
庫
県
、
福
岡
県
か
ら

各
１
名
、
愛
媛
県
内
か
ら
３
名
の
新
し
い
仲
間
を

迎
え
、
合
計
17
名
の
寮
生
が
生
活
し
て
い
ま
す
。

部
活
動
や
、
寮
生
活
で
の
自
立
、
温
か
く
迎
え
入

れ
て
く
だ
さ
っ
た
先
生
や
先
輩
方
に
魅
力
を
感

じ
、
北
宇
和
高
校
に
入
学
し
ま
し
た
。

　
親
元
を
離
れ
て
の
生
活
は
、
自
ら
率
先
し
て
行

動
す
る
こ
と
が
多
く
、
生
徒
の
ほ
と
ん
ど
が
「
朝

起
き
ら
れ
る
か
不
安
」
と
話
し
ま
す
。
そ
の
反
面
、

「
料
理
と
洗
濯
を
頑
張
り
た
い
」「
自
立
し
た
生
活

が
で
き
る
よ
う
、
仲
間
と
協
力
し
て
い
き
た
い
」

「
地
域
行
事
に
積
極
的
に
参
加
し
た
い
」
な
ど
、

前
向
き
で
積
極
的
な
意
見
と
共
に
、
こ
れ
か
ら
の

高
校
生
生
活
へ
の
期
待
が
垣
間
見
え
る
一
面
が
あ

り
ま
し
た
。

　
保
護
者
か
ら
は
、「
社
会
で
自
立
で
き
る
よ
う

頑
張
っ
て
ほ
し
い
」「
先
の
こ
と
を
考
え
て
行
動

が
で
き
る
人
に
な
っ
て
ほ
し
い
」「
周
り
へ
の
感

謝
を
忘
れ
ず
、
鬼
北
町
の
生
活
を
楽
し
ん
で
ほ
し

い
」
な
ど
、お
子
さ
ん
の
成
長
を
後
押
し
す
る
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　
在
寮
生
か
ら
は
、「
こ
こ
で
し
か
で
き
な
い
事

を
最
後
ま
で
や
り
切
っ
て
ほ
し
い
」「
仲
間
と
の

共
同
生
活
は
楽
し
く
て
心
地
い
い
」
な
ど
、
新
入

寮
生
と
の
生
活
を
心
待
ち
に
し
て
い
た
様
子
が
伺

え
ま
し
た
。
ま
た
、
３
年
生
の
寮
生
か
ら
は
「
寮

生
の
輪
を
作
り
、
話
し
や
す
い
環
境
作
り
に
努
め

て
い
き
た
い
」
と
頼
も
し
い
言
葉
も
あ
り
ま
し
た
。

　
地
元
・
親
元
を
離
れ
、
新
た
な
挑
戦
を
す
る
た

め
に
北
宇
和
高
校
を
入
学
し
た
９
名
は
、
寮
に
関

わ
る
ス
タ
ッ
フ
や
学
校
関
係
者
だ
け
で
な
く
、
地

域
住
民
の
皆
さ
ま
に
支
え
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、

鬼
北
町
の
一
員
と
し
て
３
年
間
生
活
し
ま
す
。

食生活改善推進協議会　健康づくり応援レシピ
―食生活改善推進協議会―

かんたんパパっと時短料理

鶏もも肉１枚、A（しょうゆ大さじ２、砂糖大さじ２、おろししょうが
小さじ１、片栗粉小さじ１）、添えの野菜（レタス・トマトなど）

❶鶏は、破裂防止のため、皮に3～ 4箇所切り目を入れる。
❷密封容器（お皿でも良い）に調味料Ａを全て入れ、なめらかになるま
で混ぜる。鶏もも肉を入れてからめ、皮を下にして置く。ふんわりラッ
プをするか、フタをしてレンジ500Ｗで7分加熱する。

❸取り出してたれをからめる。食べやすい大きさに切り、レタスやトマ
トを添えてお皿に盛り付ける。

エネルギー：353㎉　たんぱく質：22.6g　脂質：23.9g
炭水化物：8.4g　食塩相当量：1.9g

鬼北町食生活改善推進協議会　会員募集中！
問 保健介護課　保健係　内線3114

　料理教室でも定番の簡単料理。誰でも手軽に美味しく作れるため、
子どもからお年寄りまでおすすめのメニューです。


